
 

 

 

 

 

 

と　き　令和８年７月１日（水）　午後６時より 

ところ　町民総合センター　あ～す 

内　容 

〇町長あいさつ 

○新委員への委嘱状の交付、委員長・副委員長の確認 

○協議　・事務局からの提案事項について 

 

 

＜あいさつ文　～抜粋～＞　 

　校名について、お話をさせていただきたいと思っております。 

1500 を超える署名が集まりまして、町としてもう一度校名の検

討をしたいと、この委員会の場でもお話をさせていただき、４月末

まで意見の募集を行ったところです。その後、教育委員会、総合教

育会議を開いて検討を進めてきました。総合教育会議の内容につい

ては、ホームページに議事録を載せて、教育委員の皆様と私の発言

も含め、ご覧いただけるようにしています。1500 の署名が集まっ

た中で、ご意見をいただいたのは 37 件でした。内容も様々ありま

す。多様化した社会の中で、このままで大丈夫なのかという意見も

ありましたが、まずはご意見としていただき、教育委員会、総合教

育会議の中で議論しました。私も様々に考え、今回の意見募集については、校名の変更までには至らない

ものと判断しました。総合教育会議の教育委員の皆様も同じ意見でした。ただ、義務教育学校の開校が令

和１４年で、これから６年後になります。現役世代の交代であったり、社会情勢の変化、またどんな学校

にするのかをもう一度考えたいと私は思っています。再検討という期間をもう少しいただきたいと教育委

員の皆様にお話をし、ご了解をいただいたところです。令和８年６月定例会において、そのような内容を

議員の皆様にお話をし、ご理解をいただいています。 

先ほど、学校のあり方というお話をしましたが、令和１４年という６年間を考えますと、子どもたちの

出生数や人数を考えて、もう一度、学校の増築なのか、部分的な改修なのかを考えなければいけないと思

っています。どういう学校にしたいかを、もっと町民の方にお伺いをするような機会を設けたいと教育委

員会の方にはお話をしています。ワークショップであったり勉強会であったり、いろいろなことをしなが

ら、地域の学校、飯豊町の学校をどうするかを自分ごとで考えられる取り組みにしていきたいと思ってい

ます。飯豊町の教育環境の整備を考えますと、今回の義務教育学校の開校がきっと最後であろうと思って

います。学校を３０年、５０年使っていく上で、しっかりとしたコンセプトを持った学校にしていく必要
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があると思います。みんなが「こういう学校がいいよねと」いう思いで開校していきたいと思っていま

す。 

議会からは、学校建設等に当たって財政が大変であれば、基金を準備して、町として財源を確保する必

要があるのではないかとのご意見がありました。それを受けまして、令和７年度、義務教育学校準備基金

を設立しました。そして、令和７年度は 2200 万円を積み立てて、これを５年積み立てれば 1 億円という

ことで、学校建設を考えれば小さい額かもしれませんが、自主財源を準備をしながら、国にもアピールを

して、補助金や交付金等を活用し、学校の整備に向かっていきたいと思っています。今後、委員の皆様に

は、今まで以上にご苦労をおかけすると思いますが、一緒にいい学校を作っていきたいと思っていますの

で、ご協力をよろしくお願いします。 

 

　新年度の人事異動や役員会改選等があ

り、６名の新委員の方（☆）に委嘱状を

交付しました。また、学校統合に伴い委

員構成が変更になったことにより、改め

て委員長を確認するとともに、前副委員

長の退任により新副委員長の選出を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

町長のあいさつを受けて、本委員会の今後の進め方を事務局より提案し承認されました。 

１ 本委員会で承認した各専門部会の所掌事項の調査・検討結果や過程は、基本的に継承します。 

２ 開校予定が１４年度であることを踏まえ、これからの国や県の教育動向、義務教育学校に関する保護者

や地域の期待や願いの観点を加味し、各専門部会の所掌事項の調査・検討を行います。また、承認済み

の所掌事項についても、上記の観点より見直します。 

３ １４年度の開校予定に向けて、開校準備委員会の組織、所掌事項を改訂します。 

４ １４年度の開校予定に向けて、開校準備委員会及び各専門部会の所掌事項に関する本格的な調査・検討

は、概ね１０年度より行う計画で、今後、再整備します。 

 № 氏名（敬称略） 役職等

 1 渡部　恭子 学識経験者

 2 寒河江秀憲 学識経験者

 3 小松　弘子 学識経験者

 4 田林　義則 第一小学校運営協議会長

 5 伊藤　　毅 第二小学校運営協議会長

 6 ☆井上　勝見 飯豊中学校運営協議会長

 7 ☆手塚　　情 第一小学校ＰＴＡ会長

 8 小野　誠庸 第二小学校ＰＴＡ会長

 9 ☆髙橋　　勝 飯豊中学校父母と教師の会会長

 10 大冨　太郎 第一小学校長

 11 松田　喜弘 第二小学校長

 12 ☆青野　　剛 飯豊中学校長

 13 ☆岡田　恵美 わくわくこども園長

 14 志田登紀子 すくすくこども園長

 15 ☆武田　俊英 飯豊町教頭会長（第一小教頭）

確認及び決定したこと

開校準備委員会　今後の進め方を確認

８年度委員並びに新委員のご紹介　

委員長

副委員長



　 

これまでの各専門部会の調査・検討結果及び開校予定年度が令和１４年度であることを踏まえ、開校準

備委員会設置要綱の改定案を事務局より提案し承認されました。併せて、各専門部会の部員構成について

も承認されました。改定したことは、専門部会を４部会体制（総務、教育課程、学校運営、保護者・地

域）から３部会体制（総務、教育課程、保護者・地域）に変更し、学校運営部会が担った調査・検討事項

は教育課程部会へ引き継がれることです。また、開校準備委員会並びに各専門部会の具体的な調査・検討

については、令和１０年度より本格的に開始することも確認しました。 

改定された組織図や各専門部会の所掌事項は、以下のとおりとなります。 

 

○組織図     ○各専門部会の主な所掌事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校予定が６年後の令和１４年度になることにより、これまで本委員会で調

査・検討してきた「学校の理念やあり方」等について、時間的な状況の変化も

考えられるため、改めて整理することを事務局より提案し承認されました。な

お、整理するに当たり、こども園や小・中学校の保護者、町民の皆様に、すで

に公表している義務教育学校の理念等を改めてお知らせした上で、新しい学校

への願いや期待を広く募ることとしました。 

義務教育学校の「理念等」「願いや期待の募集」については、次頁のとおりです。 

開校準備委員会設置要綱の改定が決定

□　総務部会…学校名、校歌、校章、制服・運動着、

庶務経理、各種備品等移管、 

閉校式・開校式準備、等に関すること 

□　教育課程部会…学校教育目標、経営方針・重点、

校務分掌、カリキュラム、評価計画、研修計画、

年間教育計画、日課表、経営概要作成、部活動、

等に関すること 

□　保護者・地域部会…ＰＴＡ、後援会、学校運営協

議会、地域学習、地域の中での子どもの活動、 

通学路、スクールバス、等に関すること

義務教育学校「いいでの森学園」の理念やあり方等の再整理について確認 

義務教育学校の「理念等の周知」並びに「願いや期待の募集」を行います！

（専門部会）
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◆◆義務教育学校の理念等について◆◆ 

 

 

◆◆願いや期待の募集について◆◆ 

１　目　的 

公表済みの理念やあり方等を改めて周知し、それをもとにした町民からの願いや期待を参考資料として、

準備委員会や各校・園で行われる話し合いを充実させ、開校予定の令和１４年度に相応した「理念やあり

方等」に改善・整理します。 

今後検討を繰り返し、公表してさらに意見を求め、概ね２年で精査・改善します。 

２　内　容　　 

義務教育学校への願いや期待 

①　期待する子どもの姿や育ってほしい子どもの力 

②　期待する学校の姿や必要な校舎施設 

３　期　間 令和８年７月２２日（水）～８月３１日（月） 

４　対　象 本町の各認定こども園及び各小・中学校の保護者の皆様 

　　　　　　　　町民の皆様 

５　方　法 　右記のＱＲコードからアクセスし、公表している義務教育学校の理念等をご確認いただき、

必要事項、「願いや期待」をご記入の上、送信してください。 

 
基本理念

自信あふれるいいでの子ども　安心・元気な信頼される学校（R5.1 公表）　　

※飯豊町幼小中一貫教育グランドデザインより

 

基本理念の 

具体化に向けて 

重視したこと

①　これまで受け継いできたことを「不易」として大切にすること 

②　これからの社会をたくましく生き抜く基盤となる「確かな学力」「豊かな人間性」

「健康・体力」「郷土愛」をバランスよく育むこと 

③　「つながり」と幼小中一貫した系統的・継続的な指導を大切にして、ともに確かに

育むこと

 
校　　　是 日々明朗　日々努力　　　　　　（校是以下　R5.12　 R6.2 公表）

 

学校教育目標

１　自ら考え、判断、表現し、主体的に学ぶ力を身につけた子ども 

２　たくましい心と社会性を身につけた心豊かな子ども 

３　「いのち」を大切にし、自ら体力を高め、健やかな体をもつ子ども 

４　「グローカル」の視点を持ち、飯豊を愛し、地域に貢献する子ども 

※グローカル：グローバル（地球規模の）とローカル（地域的な）を合わせた造語。地域性
を考慮しながら、地球規模の視点で考え、行動すること。

 
めざす学校像 未来を拓き、町と伸びゆく　いいでの森学園

 
めざす子ども像 ※校長が経営方針に絡めて設定する

 
めざす教師像 使命感をもって、高め合い、子どもとともにある教師

いいでの森学園（飯豊町義務教育学校）開校に関してのご質問や心配事は、こちらまでお寄せください。 

【事務局】飯豊町　教育総務課 義務教育学校準備室　E-mail:i-junbi@town.iide.yamagata.jp


